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新潟市潟東農村環境改善センター管理 事業計画書 

平成２７年３月３１日 

施設名 新潟市潟東農村環境改善センター 

団体名 潟東地域コミュニティ協議会 

団体所在地 新潟市西蒲区三方１番地 

代表者名 水 野  等 設立年月日 平成１８年４月１日

電話番号 ０２５６-８６-３１２３ 

ＦＡＸ番号 同  上 

Ｅメール k a t a c o m m u @ h o n e y . o c n . n e . j p

経営理念・経営方針 

１.基本方針 

当協議会と協議会の構成団体の持つ地域とのつながりを活用し、安全で使いやすい

施設管理を行うことにより、農村環境改善センターの利用拡大を図り、農業及び農村

地域の健全な発展を目指します。 

 公共施設としての性格を十分理解し、条例や規則等を遵守するとともに、経費の削

減に努めます。 

① 接遇・個人情報の保護をはじめ、指定管理者として人材育成のため各種の研修会

を開催します。 

② 施設の「使いやすさ・使い勝手の良さ」を追求し利便性の向上を目指します。 

③ 農村地域の特性を踏まえ、地域に住む人たちが当施設を有効に使用できるよう啓

発を行います。 

④ 施設の効用を最大限発揮できるよう日常の管理に努め、管理経費が節減できるよ

う努力します。 

⑤ 来館者にアンケートを実施し、常に利用者の声を聞き、適切な施設管理・運営に

反映させます。 
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平等利用の確保 

① 利用の予約申し込み及び申し込み順による利用許可の原則を遵守し、他の利用者

が、不満を持つことの無いように平等利用に努めます。 

② 条例等の定めに従った、適切な施設利用の保持に努めます。 

要望や苦情への対応

利用者の安全確保 

 日常点検の重要性を理解し、施設利用の安全確認には全力を挙げて徹底を図ります。 

① 安全点検チェックリストを作成 

② 設備・機器等の定期的安全点検 

③ 事故発生時の緊急連絡網の整備 

④ 消防法による定期点検、避難訓練の実施 

⑤ 利用者（団体）への「事故防止」啓発 

利用者から寄せられる要望や苦情には、快適な施設利用の実現のため情報の収集と適

切な対応に努めます。また、要望・苦情の内容については、速やかに区役所産業観光課

に報告し、情報の共有を行い、対応方法の報告または協議を行います。  

  トラブル防止のための施設設備の点検整備を行うとともに、接遇研修等の実施により

職員の資質向上を図ります 
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災害発生時の対応 

施設設備の適切な管理 

・施設の良好な利用環境を確保するため、以下のような点に特に配慮します。 

 ① 業務開始前の日常点検 

 ② 月１回の定期点検 

 ③ 年度末点検 

③ スタッフ間の情報共有 

１．災害発生時及び事故発生時の対応

通報

連絡

避難指示   報告

避難誘導

２．緊急時の連絡体制

【運営管理時間内】

コミ協会長 水野 等 86-3553 
西蒲警察署(番屋駐在所) 86-2523 
西蒲区役所産業観光課

農村整備係

72-8431 

西蒲消防署潟東出張所 86-2424 

災害(事故) 
発生！！

事務所

西蒲警察署

72-0110 
72-3309(消防) 

西蒲区役所

73-1000

来館者等

職 員

センター長

三富 四郎

090-3471-7621 
86-2649 
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管理経費削減の取り組み 

 管理運営コスト削減を図るため、次のとおり実施します。 

・光熱費の経費削減については効率的施設管理運営を図るとともに、電話使用について 

は、コミュニティ協議会回線との厳格な区別をする。 

利用率向上への取り組み 

 ・利用団体の意見や要望などの情報収集の場として、連絡会や検討会などを開催する。

・地域コミ協組の豊富なネットワークへの施設利用の働きかけを行う。 

 ・施設を有効活用した講習会等を開催し、積極的な施設稼働に努める。 

 ・来館者へのアンケート、利用団体との連絡会等開催で利用者の声を聞き、利用者に 

  とって使い勝手の良い施設とすることで利用者の増加を図っていく。 

従事者の雇用・労働条件 

人材育成の取り組み 

<施設の休館日> 

毎月第３木曜日（その日が国民の祝日に関する法律に規定する休日に当たる場合は

その翌日） 

１２月２９日～１月３日 

 <施設の開館時間及び勤務体制> 

   日勤 ８時３０分～１７時１５分  日給６，０００円 ３人雇用・交替勤務 

   夜勤 １７時  ～２２時     時給  ７６０円 ２人雇用・交替勤務 

   社会保険なし。

 ・快適で公平な運用、最小の経費で最大の効果を目指すため、日常業務の記録と内容

の検証を行うほか、特に以下のような方法での人材育成に取り組みます。 

 ○ 先進類似施設の視察研修 

 ○ 毎朝センター長とのミーティングを実施し、サービス内容の充実、施設の現況把

握、利用状況・問題点等の確認をする場としている。 

 ○ 年２回の消防避難訓練を実施するとともに、事故・災害時対応マニュアルに沿っ

た連絡網等で来館者や職員の人命の安全・二次災害の防止に努める。 
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環境保護の取り組み 

個人情報保護の取り組み・関係法令の遵守 

  環境保護の重要性と公共施設の果たすべき役割を十分理解し、以下の内容に取り組

みます。 

 ○ 市の１０種、１３分別の徹底化を図る。 

 ○ 利用団体にゴミを出さない事業運営、イベントの啓発 

１．個人情報の保護方針 

新潟市個人情報保護条例を遵守し個人情報の保護を徹底します。 

 施設職員に対する個人情報保護教育を行い、潟東農村環境改善センターの管理に関す

る協定書はもとより、各種の法令を遵守するとともに守秘義務を徹底します。 

 職員に個人情報の基本を教育し、関係書類などの漏えい防止に努めます。 

２．管理体制 

 統括責任者 

（センター長）          職員 

① 個人情報の範囲 

利用者申込等施設管理に当たり、利用者が記入した全ての書類及び電話受付、来場等

で得た全ての情報。 

➁ 利用の制限 

  前➀により知り得た個人情報は、潟東農村環境改善センターの利用、施設管理以外

は利用しない。 

３．個人情報の取り扱い 

➀ 施設管理にあたり保有した個人情報は、漏えい・改ざん・滅失及び棄損の防止の徹

底を図る。 

➁ 施設の管理業務に従事している者又は従事していた者は、その業務に関し、知り得

た情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しない。 

４．その他 

  指定管理者として、施設管理にかかる情報を適正に管理する。 
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平成２７年度自主事業 

潟東地域コミュニティ協議会が主催する事業に指定管理者として積極的に関与し，その

中で潟東農村環境改善センターを有効に活用することにより，利用率の向上を図る。 

また，次年度以降は指定管理者の自主事業としての開催を目指す。 

潟東地域コミュニティ協議会主催の主な事業計画  

【イベント等】    

・１２月６日(日)開催の「かもん！カモねぎまつり」に合わせて今年度から改善センター

を利用したフリーマーケットを実施する。          参加者見込み 500 人 

・潟東地域コミュニティ協議会が主催するかたひがし健康ウオーク開催後に、改善センタ

ーを利用した健康教室を実施する。             参加者見込み 100 人 

《来場者目標》 

平成２６年度 施設来場者合計 8,868 人  うち婚活パーティ  100 人 

カモねぎまつり 470 人 

平成２７年度 施設来場者目標 10,000 人 うち健康教室    100 人 

カモねぎまつり 500 人 

《集客対策》 

前途の平成２７年度事業計画を基に毎年度の事業計画の充実を図り、施設機能を有効に活

用した PRに努め、利用者団体会議を開き、コミュニティ協議会構成団体へ施設利用促進の

呼びかけをし、農村環境改善センターの利用者の増加を図ります。 


